
理事長報告 

 第 57 回全国肢体不自由児者父母の会連合会全国大会 
 第 58 回近畿肢体不自由児者福祉大会 奈良大会     

「住み慣れた地域で自分らしく生きる」 

～重層的支援体制 誰一人取り残さない社会を目指して～ 
 

 9 月 25 日(土)～26 日(日) なら 100 年会館にて標記の大会が開催されました。 

 分身ロボット OriHime 特別講演は、株

式会社オリィ研究所の所長の吉藤オリィ氏

の講演でした。オリィ氏と言えば、遠隔操作で

動く分身ロボット OriHime が有名です。そし

て、障害のある方が、自宅に居ながら遠く離れた東京のカフェで、分身ロボッ

ト OriHime を遠隔操作して、出迎えたり飲み物を運んだりして働いている

『分身ロボットカフェ DAWN ver.β』があります。分身ロボット OriHime で

働く人々を、「パイロット」と呼んでいるそうです。当日は、奈良からパイロット

の方が参加して自己紹介されていました。 

教頭先生と卒業生がつながった瞬間 

OriHime を使ったエピソードで、教頭先生が病気で体が動かなくなってしまい、卒業式に参加でき

ない状態になりました。その時に OriHime を会場に設置して、無事卒業生を送ることができたとのこと

でした。OriHime を介して、教頭先生と卒業生がつながった瞬間でした。 

 

「こたつ付きの車いす」 

友達の車いすに乗って怒られたりしたこともあったのだそうですが、「もっとカッコイイ車いすを創りたい」

「みんなが憧れる車いすを創りたいと思った」と言っておられて、これまでに創られた色々な車イスの紹介

がありました。「視線入力で動く車いす」「スケートが出来る車いす」、極めつけは、「こたつ付きの車いす」

です。当事者の方との一緒の活動する中で「できないことに価値がある」と考えるようになったとおっしゃっ

ていました。 

 

「ジャンケンができる道具」 

発明品の中には、「ジャンケンができる道具」があります。その道具がなかった時は、お母さんにジャン

ケンを頼んでいましたが、この道具が出来てからは、自分でジャンケンができるようになりました。オリィ氏

は、自分でするジャンケンとお母さんに頼んでしてもらうジャンケンとでは、意味に大きな違いがあると言っ

ておられました。私もその通りだと思います。 

「どうすれば、孤独にならずに生きて行けるか？」 

オリィ氏の研究テーマは、「どうすれば、孤独にならずに生きて行けるか？」ということ。この世の中は、

動けることが前提で成り立っている世界だ。自分もいつか動けなくなる日が来る。その時に、孤独になら

ずに生きる方法を考えるのがミッションだとおっしゃっていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分身ロボットカフェ DAWN 2021 - AVATAR ROBOT CAFE DAWN 2021 (orylab.com) 

 

 9/15(日) 第 2 分科会 

パネルディスカッション 「インクルーシブ防災」 

～みんなで助かる防災を考えよう～ 

 2 日目は、防災の分科会に参加しました。コーディネーターとパネリスト 3 名でのパネルディスカッシ

ョンの形式で、今まであった地震の様子や多くの事例の紹介がありました。 

また、奈良県肢体不自由児者父母の会連合会からは、下図の「SOS カード」という個別の支援カ

ードを作成して、いざという時のために、備えているという紹介がありました。 

締めくくりに、大会決議文を採択して 2 日間の日程を終えました。 

 
SOSカード(個別支援カード) 提供：奈良県肢連 

https://dawn2021.orylab.com/

